
 
 

髙⽊：皆さん、こんにちは。森永製菓株式会社の髙⽊です。本⽇は弊社の 2025 年 3 ⽉期第 1 四半
期決算説明会に、お忙しい中ご参集いただきましてありがとうございます。 

最初に、第 1 四半期の決算のポイントについて確認し、その後、具体的な内容についてご説明申し
上げます。 

  



 

 

本⽇お伝えしたいポイントについて、３つ申し上げます。 

１つ⽬のポイントは、第１四半期の連結売上⾼、各段階利益ともに過去最⾼となりました。全事業
で増収となり、特に菓⼦⾷品、冷菓、⽶国事業が好調に推移いたしました。連結売上⾼は前年同期
⽐ 111.4%と 2 桁成⻑となりました。営業利益も 67 億円と、前年同期⽐ 116.2%の 2 桁増益とな
り、2024 中期経営計画の順調なスタートとなりました。カカオ関連の原料の⾼騰影響を受けてお
りますが、主に増収と価格改定効果で打ち返しております。菓⼦⾷品事業においても、原材料の⾼
騰影響を受けましたが、収益性の⾼いキャンディの成⻑が牽引し、事業全体の収益性は改善いたし
ました。 

２つ⽬のポイントは、通期の業績予想です。第 1 四半期の業績は好調に推移しましたが、現時点で
本年 5 ⽉に開⽰した予想値の修正はいたしません。引き続き売上成⻑を⽬指し、各事業で効果的な
施策を展開してまいりますが、9 ⽉に予定する価格改定に伴う数量減の可能性は考慮する必要がご
ざいます。原材料市況や為替相場の先⾏きは不透明かつ不安定であり、⾜元の急激な株価や為替の
変動が消費動向に及ぼす影響について注視してまいります。 

3 つ⽬のポイントは、2024 中期経営計画に基づく⽶国第 2 ⼯場の増設の決定です。中⻑期での企
業価値向上に向けて、HI-CHEW を中核としたグローバル戦略を加速すべく、⽣産拠点増強により
着実に供給体制を強化してまいります。 



 

 

それでは、具体的な内容についてご説明いたします。 

まず、第 1 四半期の連結損益実績です。売上⾼が 569 億円、前年⽐較で 59 億円の増収、率では前
年同期⽐ 111.4%と 2 桁成⻑となりました。売上総利益はコスト⾼騰に対する価格改定効果が限定
的であることから、粗利率は若⼲低下しましたが、増収により粗利額では増益となりました。 

販管費は広告費、DX 等の無形投資が増加した⼀⽅で、増収に伴う固定費の吸収、在庫圧縮に伴う
保管費⽤の減少、滞貨品削減等による販売費の減少などにより、販管費率は改善しました。 

営業利益は 67 億円で、前年同期⽐ 116.2%の増益、営業利益率は 0.4 ポイント改善し、11.8%とな
りました。親会社株主に帰属する四半期純利益は 48 億円で、前年同期⽐ 112.9%となり、各段階
利益とも第 1 四半期として過去最⾼となりました。 



 

 

営業利益の増減要因です。減益要因を⾚⾊、増益要因を⻘⾊で記載しております。 

為替、エネルギーコストも含めた原材料関係等の⾼騰影響によるコストは、9.3 億円の増加です。
原料はカカオ関連、油脂、砂糖などの影響が中⼼です。 

調達レートは 141.7 円/＄であり、前同の 134.6 円/＄から円安が進⾏しております。当社の為替感
応度は１円の円安により、年間で１億円弱の減益影響を受けます。エネルギーコストは⽔道光熱費
の単価の低下で増益⽅向です。全体として第 1 四半期のコスト影響としましては、会社計画の範囲
内で推移しました。 

これらのコスト影響を、主に増収によって打ち返し、増益となりました。第 2 四半期以降の⾒通し
については、原料はカカオ関連や油脂を中⼼に⾼騰影響がさらに強まることが⾒込まれます。原材
料市況や為替相場の先⾏きも不透明であり、⾜元の動向を踏まえると期⾸計画より影響が増す可能
性も視野に⼊れて対応してまいります。 



 

 

事業別の業績では、全ての事業において売上成⻑を実現しました。特に菓⼦⾷品、冷菓、⽶国事業
が連結グループ全体の増収に貢献しています。 

国内の菓⼦⾷品事業は増収増益となり、営業利益率は 8.3%と前年同期⽐＋3.4 ポイントと⼤きく改
善しました。 

菓⼦⾷品事業において相対的に収益性の⾼いキャンディカテゴリーは、4 ⽉の価格改定後も順調に
推移し、収益性改善に寄与しています。 

冷菓事業は、特に板チョコアイスやザ・クレープが品質訴求のプロモーションや期間限定品の展開
を通じて、取扱率・購⼊率が拡⼤し売上が伸⻑しました。⼀⽅、原材料等の⾼騰影響により収益性
は低下しております。 

⽶国事業の売上⾼は、円安の影響もあり前年同期⽐ 123.4%の⾼成⻑となりました。為替効果を除
いた現地通貨ベースにおいても前年同期⽐ 109.9%の伸びとなりました。新商品や容量違いのバリ
エーションの展開による SKU の拡充、新たな販売チャネルの開拓による取扱いの拡⼤、催事品対
応が増収に寄与しました。増収の⼀⽅、広告費、販促費等は増加し、加えて海上運賃や原材料⾼騰
の影響もあり、営業利益は微増となりました。 

  



 

 

次に、主要事業戦略の進捗と今後の取り組みの⽅向性についてポイントを説明いたします。 

 

  



 

 

重点領域のうちｉｎ事業につきましては、ブドウ糖の需要が受験シーズン後も定着し、ブランド全
体の伸⻑を牽引しております。 

今期の取り組みとしましては、パリ五輪効果によるスポーツ需要の⾼まりに向けてブランド露出を
強化し、最需要期の購買喚起を図ってまいります。飲⽤シーンとターゲットの拡⼤という基本戦略
に基づいて施策を展開してまいります。 

  



 

 

冷菓事業につきましては、板チョコアイスやザ・クレープなどが牽引して 2 桁の増収となりました
が、原材料等の⾼騰影響によって収益性は低下しました。 

今期の取り組みとしましては、収益性改善を図るべく 9 ⽉に価格改定を実施する予定です。実施後
の数量影響を抑えるべくプロモーションの強化を図ってまいりますが、前年の第 2 四半期の業績は
⼤変好調であったことから、第 2 四半期においては第 1 四半期のような伸⻑率は⾒込んでおりませ
ん。 



 

 

通販事業につきましては、健康⾷品市場において⼀部逆⾵がございましたが、オンラインを中⼼に
戦略的な広告投資を⾏い、定期顧客は拡⼤しております。 
今後の取り組みとしましては、引き続き定期顧客の⻑期定着や事業規模拡⼤を⾒据えて、広告投資
を強化してまいります。 

  



 

 

次に⽶国事業です。1-3 ⽉期での増収には為替要因も含まれておりますが、新たな販売チャネルの
開拓も寄与し、現地通貨ベースでも前年同期⽐ 109.9%となりました。主要⽶系チャネルでの販売
は復調の気配がありますが、短期的には消費環境の好転は⾒込みづらく、流通とのさらなる関係構
築には⼀定の時間を要する⾯もございます。 

新たな SKU の導⼊推進、プロモーションによるブランド接点の拡⼤、店頭回転の向上といった中
⻑期を⾒据えた取り組みを継続することで、持続的な事業成⻑を実現できるものと考えておりま
す。 



 

 

基盤事業の菓⼦⾷品事業につきましては、各カテゴリーが継続的に好調に推移したことにより増収
増益となりました。原材料等の⾼騰影響を受けているものの、特にキャンディの牽引によりプロダ
クトミックスは改善しており、事業全体の収益性は向上いたしました。 

今期の取り組みとしましては、原材料影響に対する打ち返しとして、9 ⽉に価格改定を予定してお
ります。これによる数量への影響や消費動向全般についても注視してまいります。 

引き続き、強みを⽣かした商品展開や取り組みを強化しながら、カテゴリーポートフォリオの転換
を推し進めるとともに、収益性の改善を⽬指してまいります。 



 

 

最後に、⽶国第 2 ⼯場の増設を決定いたしました。中⻑期での事業成⻑と企業価値向上を⾒据え
て、2024 中計経営計画に基づき、今後とも主要施策を着実に実⾏してまいります。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

  



【ご注意事項】 

将来予測・業績予想について 

本資料には、当社（連結⼦会社を含む）の⾒通し、計画、⽬標など将来に関する記述が含まれておりますが、こ

れらは当社が現在⼊⼿している情報に基づく判断や仮定を基礎としたものであり、将来における当社の実際の業

績または展開と異なる場合があります。 

 


